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１　はじめに

　筆者は既に「大正・昭和戦前期全国中等学校図画教員の総覧的研究」として本誌に「（1） 直轄学校」
「（2）東京府内教員養成諸学校及び公立中学」「（3）東京府内私立中学」「（4）茨城県」「（5）東京府内
公立・私立高等女学校」を発表した。大正元年から昭和 18 年 3 月時点までに高等女学校，女学校
と称した学校は東京府内に 160 余校ある。その半分を（5）で扱った。今回はその残り（すべて私
立学校）を示す。昭和 18 年 3 月時点で女子実業学校であった学校については，次回以降に発表する。
　女学校には「高等」の付かない各種学校としての女学校がある。本稿では高等女学校と区別しな
いですべて開校順に並べた。本稿の目的は図画教員の総覧提示であるから，東京府内の両者におい
て図画教員の勤務については違いが見えないので，そのようにした。特に私立学校には意識的に高
等女学校としての認可を受けないで理想を貫いた学校もあったくらいである。原則として昭和 18
年 3 月時点での校名を見出しにした。
　その学校特有の典拠資料は記す。従前からの共通典拠資料である中等教科書協会編『中等教育諸
学校職員録』及び『高等女学校/女子実業学校職員録』，そして全国高等女学校長協会『（昭和十六
年六月現在）全国高等女学校長協会関係職員録』については特に必要のある場合のみ記す。また，
国立公文書館所蔵の各校の各種認可申請文書中に教員組織表があり，さらに教員の就任年月が記入
されている場合はそれも参考にした。ただ，しばしば文書によって就任年月によって違う場合があり，
適宜選択した。参照した場合は国立公文書館所蔵同校文書と略記した。昭和 18 年 7 月からの都政
実施に伴い，府立校は全部，市立校は一部が都立になったが，今回はすべて私立学校なので関係ない。
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表 1　東京府内私立女学校の図画教員勤務表
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表 2
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表 3
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表 4
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表 5
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表 6
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表 7
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2　東京府内私立女学校

1．九段精華高女
　明治期創設の有名校であったが，昭和 20 年空襲で全焼し，廃校となる。明治 44 年から昭和
10 年まで約 25 年，豊田卯三郎が勤務する。

2．豊島高女
　昭和 20 年空襲で全焼し，廃校となる。同窓会が『豊島高等女学校記念誌』（昭和 58 年）を刊
行する。柏原伊之吉の紹介記事がある。昭和 30 年代から 50 年代の参議議員であった柏原ヤス
の父。

3．（財）錦秋高女
　太田益三及び木村録が長年勤務する。木村は荒木寛畝・十畝の読画会所属の門人。

4．佐藤高女
　女子美術学校が経営していたので，当然ながら図画教員のほとんどが女子美術学校卒業生。

5．戸板高女
　篠原円次，日高政策，深井修次と東京美術学校卒の図画教員が続く。

6． 成蹊高女
　林義明から松垣靏雄までは成蹊中学と共通の図画教員。田近利夫から独自の雇用になる。

7．常磐松高女
　同校校友会／同美登里会『常磐松』第 1 号（昭和 12 年），第 2 号（昭和 13 年）を参照した。

表 8
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小平正彦は昭和十五年二月に結核で亡くなり，その後任に陣内貞義が赴任する。豊島高女でも同
じように両人が交代している。ちなみに第２号に一生徒による「養正館拝観の記」がある。

8．（社）浅草実科高女
　浅草教育会附属として経営。都政実施とともに都立浅草高女となる。

9．順心高女
　権藤種男は東京美術学校図画師範科卒。帝展出品作家として知られる。なお，習字担当の鴨居
道（ミチ）東京女子高等師範図画専修科卒。書家尾上柴舟の教えを受け，書道の大家となる。

10．晩香高女
　千住千代槌が創設した学校。昭和 15 年頃勤務した伴敏子の自伝『断層』（昭和 63）によれば，
伴も同校卒業で，母の学友が作った小さな学校とある。伴は庄子勇，小寺健吉，小林万吾に学ぶ。

11．大妻高女
　『大妻学院八十年史』（平成元年）を参照した。教員については断片的記述しかない。併設の技
芸学校があったため図画担当教員が多い。高女と技芸女の担当区分も正確にはわからない。

12．文化学院女子部
　文化学院史編纂室『愛と叛逆―文化学院の五十年―』（昭和 46 年）と西村クワ『光の中の少女
たち―西村伊作の娘が語る昭和史』（中央公論社，平成 7 年）を参照した。後者によれば石井柏
亭の三女（松村）三冬も柏亭の代講にきていたと言う。

13．岩佐高女
　岩佐高等女学校/岩佐家政女学校同窓会『岩佐学窓』第九号（昭和 12 年）も参照した。昭和
十一年八月，岩佐高女を廃して岩佐第二高女を新に岩佐高女とする。改称後の図画教員も掲載した。

14．武蔵野高女
　武蔵野学院大学の前身。出身の様々な図画教員が勤務していた。

15．十文字高女
　大正 14 年から戦後まで女子美卒の菱田きくが勤務。菱田きくは菱田春草の姪。

16．向島高女
　深井修次が長期間勤務する。同校は昭和 18 年 9 月閉鎖命令を受けるが，詳細は不明。

17．日出高女
　荒木十畝門下の神原繁（馨畝）が創立から戦後まで勤務する。そして昭和九年頃から勤務した
宇佐美きぬは，旧姓荒木なので荒木十畝の縁者と思われる。

18．城右高女
　図画教員の勤務期間は『城右学園四十八年史』（昭和 54 年）の職員一覧を参照。昭和になって
からは女子美卒の図画教員が続く。

19．昭和高女
　人見楠郎『学園の半生記』（昭和 47 年）を参照したが，図画教員の勤務期間の記述はなかった。
東京美術学校西洋画科卒の図画教員が続く。

20．小石川高女
　文華女子中・高等学校の前身。田口幸太郎は院展出品の日本画家。
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21．成美高女／女子経済専門学校附属高女
　現在の新渡戸文化高等学校の前身。昭和 6 年から勤務した土屋義郎は，山梨県師範卒。

22．堀越高女
　現在の堀越学園の前身。文検出身の鳥海定三郎が初期から昭和 14 年まで勤務。

23．荒川高女
　戦後に国華高校となるが廃校。最初の浅野と小野は東京女子高等師範図画専修科出身。

24．貞静学園
　昭和 15 年に貞静商業女学校となる。戦後に勤務した塩原友子は前衛日本画家として知られる。

25．東調布高女
　昭和７年に荏原郡にあった杉立高女が東調布高女と改称。調布高女とは別の学校で，戦後まで
存続したが，その後は不明。女子美卒の図画教員が続く。

26．潤徳高女
　現在の潤徳女子高の前身。高橋道利が昭和 6 ～ 7 年頃と，昭和 12 年から戦後まで勤務する。

27．川村女学園
　17 年も勤務した高橋真砂は経歴不明。彫塑も指導した相川善一郎は秋田県出身の彫刻家。

28．帝国女
　後出の帝国第一高女とは別の学校で，学校及び図画教員の詳細不明。

29．関東高女
　松平正敏『関東学園の五十年』（芦書房，昭和 48 年）を参照した。教員一覧の記載はなかった。
浅地はつきの日本女子大卒業は，国立公文書館所蔵同校書類から判明。

30．富士見高女
　図画教員の勤務期間は山崎学園富士見中学校・高等学校『山崎学園五十年史』（平成 3 年）を
参照した。安藤信哉は東京聾唖学校との兼任。

31．武蔵野女子学園高女
　現在の武蔵野女子学園中・高等学校及び武蔵野大学の前身。坂本（首藤）愛子が戦前から戦後
まで勤務。

32．桜蔭高女
　東京女子高等師範学校の同窓会である桜蔭会が設立。最初は図画教員も同窓生であったが，昭
和 5 年からずっと埼玉県師範卒で文検毛筆画合格の田中春吉が長年勤務。

33 ～ 36．勤労女, 中央女, 財）東京親隣館夜間女 常磐女
　いずれも大正末から昭和初期に存在した女学校で，短期間で廃校になったと思われる。それで
も図画が専門教員によって教えられた。

37．桜井高女
　 高等家政女が昭和 15 年に高女に転換した。美学も担当したという栗田トクは経歴不明。

38．王子高女／東京成徳女
　長年勤務した奥村義雄は東京美術学校の日本画科と西洋画科の両方を卒業した。

39．大森高女
　創立者戸板関子の関係で，戦後に戸板女子高に統合される。丸野豊は昭和 11 年以降に習字担
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当となる。
40．洗足高女

　永井武雄。太田秋民，生野常太郎など東京美術学校日本画科出身の有力図画教員が勤務した。
41．調布高女

　現在の調布学園の前身。末長護，荒井邦朝と太平洋絵画研究所出身の図画教員が勤務した。
42．渡辺女

　東京家政大学附属高校の前身。東京高等工芸図案科卒の図画教員が三人勤務した。
43．東京松蔭女・青葉高女

　まず大正 15 年に四年制の東京松蔭女学校が設立され，昭和 6 年に青葉高等実践女学校が設置
され，東京松蔭は二年制の併設校になるが，昭和 9 年までには廃校となった。昭和 14 年前後の
多数の図画教員は国立公文書館の同校文書から判明。表中にないが昭和 17 年に中村善作も勤務。

44．北豊島高女
　昭和元年に北豊島女学校，昭和 18 年に北豊島学園高女，戦後は北豊島高校となる。ただ教員
に関する情報を『中等教育諸学校職員録』に提供しなかつたらしく全く判明しなかった。

45．立正高女
　立正高校の前身。『創立十五周年記念誌』（昭和 15 年）を参照した。

46．立正学園
　文教大学附属高校の前身。最初は渡辺光徳が立正高女と兼務する。

47．成城高女
　正宗得三郎，小山周次，斉田喬は成城高等学校尋常科との兼任。近藤啓二が高女専任であった。

48．日華女
　昭和 10 年前後の図画兼担教員の福岡トミオしか判明しなかった。学校についても詳細不明。

49．立川高女
　竹内健藏が昭和 3 年から 20 年頃まで勤務。竹内はそれまで関東商業等に勤務していた。

50．日本女子文化学院
　昭和 6 年前後の教員しか判明しない。学校及び星野紫水について詳細不明。

51．中野高女
　中野にある真言宗宝仙寺が経営した。宝仙学園の前身。東京美術学校卒の図画教員が続く。

52．文化女
　下田歌子が顧問で修身も担当していた学校。富沢直が図画を担当したことのみ判明した。

53．駒沢高女／駒沢家政女　
　高女も家政女も図画教員は同一。和田（野口）トシ子は女子美卒。河合政次郎は川端画学校の
講師。図画教員として勤務した落合志宏と同一人の可能性あり。

54．東京女子基督青年会駿河台女学院
いわゆるYWCAの学校。和田（野口）トシ子，牧野多美と女子美卒の教員が勤務する。

55．明星学園高女
　図画教員の勤務期間は明星学園の教示による。いずれも明星小学校でも教えた。
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56．第二岩佐高女
　既述のように第一岩佐高女が廃され，第二岩佐高女が岩佐高女になった。昭和 13 年以降の図
画教員は，岩佐高女の項に記す。

57．淨牧学園
　昭和４年に東久留米の曹洞宗浄牧院内に設置され，昭和 13 年まで存続した。大倉邦彦が関係
した浄牧女子工芸学校も同敷地内にあつたらしい。浄牧学園の教員は昭和六年だけ判明。

58．恵泉女学園高女
　本郷新の勤務は本郷淳『おやじとせがれ』（平成 6）を参照。明田川孝は東京美術学校彫刻科卒
の彫刻家で，オカリナ製作者としても知られる。

59．品川高女
　野添卓は国立公文書館所蔵同校文書に明治学院中学卒，石井柏亭，川合玉堂等に師事とある。

60．芝女
　昭和 13 年前後に勤務した林正衛は東京高女に 40 年以上勤務した。

61．女子庭訓学園
　昭和 13 年に田端商業女学校に転換した。転換後にも図画教員が勤務したかは不明。

62．愛泉女
　冬木大丙は日本美術院所属の画家。勤務が連続する冬木国太郎と同一人かは未確認。

63．町田高女
　大貫松三，房野徳夫と西洋画系の図画教員が続く。

64．玉川高女
　松木満史の勤務期間は『松本満史作品集』（昭和 48）の年譜参照。各図画教員は玉川中学や玉
川小学校も兼務している場合が多い。

65．世田谷高女／鴎友学園高女
　安川日露四，牧野民子，永井武雄と日本画系の図画教員が続く。昭和 15 年の『高等女学校/女
子実業学校職員録』の同校の項に図画担当として石川欽一郎が記載されている。

66．東京女子外国語
　この学校の詳細は不明。山崎勇馬は明治 31 年に東京美術学校日本画科卒で，当時 60 歳。

67．光塩高女
　スペイン系のカトリック・メルセス宣教修道女会が設立母体。校名は聖書の「世の光」「地の塩」
から採った。女子美卒の日本人とスペイン人のシスターが図画を教える。

68．温故女学園
　塙保己一を顕彰する温故学会が創立。昭和 20 年の空襲で全焼し，昭和 22 年廃校となった。
東京美術学校日本画科卒の山口光輝以外経歴不明。

69．明徳学園
　学校の詳細不明。また昭和 13 年前後の教員しか判明しなかった。

70．藤村高女
　昭和 13 年８月井之頭学園高女から改称。女子体育教員の草分け藤村トヨが創立。東京美術学
校西洋画科卒の図画教員坪井玄治も，日本体操の先覚者である坪井玄道の縁者と思われる。
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71 ～ 73．梅香崎学園女, 前田高女, 芙蓉女
　これらの学校の詳細不明。短期間で廃校になった可能性あり。

74．共立高女
　『共立女子学園七十年史』（昭和 32 年再版）を参照した。共立女子職業学校が開設した普通教
育中等学校。昭和 17 ～ 19 年は国立公文書館の同校書類の教員組織表に図が担当教員がいない。
その期間は共立女子職業専任の鈴木君子，長尾勇が担当した可能性が高い

75．八雲高女　
　現在の八雲学園の前身。西洋画系の図画教員が多い。桜田精一は日展計の洋画家。

76．帝国第一高女
　守屋教育学園吉祥女子中／高等学校『吉祥四十年史』（昭和 53 年）を参照した。帝国書院を立
ち上げた守屋荒

すさ

美
び

雄
お

が創立。戦災のため吉祥寺に移転して吉祥中・高等学校と改称した。
77．東京女子大学附属高女

　現在の東京女子大に附属高校はなく，学校の詳細不明。古屋正寿は東京高等師範図画手工専修
科卒業で，日本女子大附属高女にも勤務。帝展入選常連の日本画家でもあった。

78．帝都学園女
　丸井金蔵は金貎と号した愛知県出身の日本画家で，戦後神奈川工業図案科に長年勤務した。

79．東京家政学院高女
　現在の東京家政学院中・高等学校の前身。東京家政大学とは無関係。東京美術学校西洋画撰科
卒の児玉末男が図画教員を勤めた。

80．松蔭女
　現在の松蔭中・高等学校の前身。同じく世田谷にあった，既述の青葉高女併設の松蔭女との関
係は不明。武部次郎は東美油S21.4 卒業なので，戦後からの赴任は確実。

81．昭栄学園高女
　学校の詳細は不明。三宅円平は寛品とも号し，女子実業学校にずっと勤務した人である。

82．森村高女
　実業家森村市左衛門が明治 43 年に創立した幼稚園から始まる森村学園の一環。なお，森村学
園は昭和 53 年に横浜市緑区に移転した。蓮尾達雄は東京市立忍岡高女からの転勤。

83．立
たち

華
ばな

高女
　戦後に立華女子高等学校となったが，その後廃校。亘理弘は明治期洋画家亘理寛之助の次男。

84．山水高女
　山下汽船社長山下亀三郎の寄付による山水育英会が創設。戦後，山水育英会は解散して財団法
人桐朋学園となる。宮地享は昭和 20 年から佐賀県小城中学に勤務するので，山水高女にはそれ
まで勤務した可能性が高い。

85．蒲田高女
　『蒲田女子高等学校五十年史』（平成 3 年）を参照した。『字源』編者簡野道明の妻信衛が創設。
伊木忠愛は徳島県立工業及び東京府立実科工業に勤務した。

86．文園高女
　堅田キトは女子美卒業直後に赴任。同校は戦後も継続していたが，昭和 46 年に大妻女子大学
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の系列校となり，大妻中野中・高等学校と改称した。
87 ～ 92．桜台高女, 国本高女, 大東高女, 青蘭高女, 桃園高女, 啓明学園高女

　これらは戦時中創立の学校で，学校の存在だけ判明したが，図画教員等の勤務に関しては不明。

金子：大正・昭和戦前期全国中等学校図画教員の総覧的研究（6） 137


